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【目的】超持久走スパルタスロンの生体に及ぼす
影響を調べる為に、身体的消耗度の指標として血
言青creatine　kinase（CK＞、　glutamic　oxaloacetic
transaminase（GOT），lactate　dehydrogenase（LDH）．
血中・尿中myoglobin（Mb）の競技前後における変化
を測定し、競技翌日にCK値が1000001U／1を越える
著明な高値を呈した1例を経験したので報告する。
【症例及び方法】本競技はギリシャの故事に基づ
きアテネースパルタ間246Kmを36時間以内に走破
を目指す苛酷な競技である。症例M．Tは、主訴は
両下肢筋肉痛、また腎、筋疾患等の既往歴、家族歴
を持たず、トライアスロン歴20回以上の健常男性
（33歳）である。採血は競技前日、直後、翌日の3回
とし、CK、LDII、GOTIよしV～去、MblまRIAI去にて汲IJンセした、
【結果】1）CK；競技前は1541U／！であったが、直後
で84，0581U／1、翌口には1296001U／1と著明な高
値を呈した。2＞L囲、GOT：同様にそれぞれ競技直後
に47401U／1、26001U／1迄上昇し、翌日も依然とし
て高値であった。3）Mb：血中Mbは直後で3700ng／ml、
尿中Mbは翌日に590ng／mlであった。
【考案】我々は1981年より持久運動の生体に及ぼ
す影響について検討を重ねているが、今回観察さ
れた高CK値は類を見ない。又症例は高Mb血症及び
尿症を呈したにも拘らず、重篤なRhabdomyolysis
の発症を招かず無事完走できた。その理由として
①十分なトレーニング②・卜分な水分、電解質のlilj
給により、発症誘因となる脱水症を生じなかった
事が考えられる。一方、この様な運動パフォーマ
ンスを可能にする上で重要と考えられる神経内分
泌調節機構iであるが、ACTH、β一エンドルフィン共
、競技直後で軽度の上昇を呈しており、トライア
スロンを凌ぐ持久運動においても調節機構が保た
れている事が推察できる。この様なスポーツ医学
的研究も、未だ不明な点の多いRhabdomyolysisの
機序の究明、予防の一助になると思われる。
　近年、低出力レーザーはペインクリニック・創
傷治癒の促進などに臨床応用されている。その作
用機序に関する定説は未だにないが、血流量の増
加を示唆する報告が散見される。我々はこの作用
に注目し、マウス背部皮下に移植したMeth－A腫瘍
に低出力レーザーの局所照射を併用した化学療法
を行い抗腫瘍効果を検討した。実験では、未治療
群、マウス尾静脈より5FU（50mg／Kg）を静注した5F
U単独治療群、静注直後腫瘍表面にHe－Ne　Laserを
照射した併用治療の各群における腫瘍重量の経時
的変化を比較した。その結果、5FU単独治療群では
腫瘍の増殖は抑制されたが縮小効果はみられなか
った。しかし、He－Ne　Laserの6J／cm2照射を併用し
た群において初期腫瘍重量に対し約40％の縮小を認
め有意な（p＜O．05）抗腫瘍効果が得られた。また、
He－Ne　Laser　2J／cm2・18J／crn2照射野では5FU単独
治療群と有意差を認めなかった。さらに、各群に
おける腫瘍内5FU濃度の経時変化を30分、　60分、
120分、240分、24時間の各点で測定した。その結
果、30分点ではHe－Ne　Laser　6J／cm2と18J／cm2照射
群において腫瘍内濃度は有意に高く（p＜0．01）、6
0分から240分置各駅ではHe－Ne　Laser　6J／cm　2照射
群のみで有意に高く（p＜0．05）、24時間点では有意
差は得られなかった。以上の結果より、5FUとHe－
Ne　Laser　6J／cm2照射を併用した治療は、5FU単独
治療群に比べ有意な抗腫瘍効果を認め、この抗腫
瘍効果の差は腫瘍内濃度との相関がみられた。こ
のことは、レーザー照射により局所血流が増加し、
腫瘍内濃度が高くなった可能性が高い。化学療法
を効果的に行うには、化学療法剤が標的となる腫
瘍にできるだけ多く取り込まれることが肝要であ
る。しかしながら、腫瘍組織は一般組織に比べ血
流の悪いことが知られている。したがって、至適
照射量の問題はあるが、レーザー照射により局所
の血流を増し化学療法剤と併用する治療法は、有
効な抗腫瘍効果を発現することが期待される。
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